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関心空間 サイトを全面リニューアルし、Web2.0時代へ 

～オープン以来、5年間で蓄積された20万個の口コミ情報の価値向上を目指す～ 

 

 

CGM（Consumer Generated Media:消費者発信型メディア）の情報コミュニティサイト『関心空間

（http://www.kanshin.com/）』を企画・運営する株式会社関心空間（本社：東京都渋谷区、代表取締

役社長：前田邦宏）は、4 月 23 日（日）16:00 に、同サイトを全面リニューアルいたします。 

 

本リニューアルは、『関心空間』のサイトオープン 5 周年となる 7 月 11 日に向け段階的に実施するも

ので、今回の 4 月を皮切りに、毎月、新機能の追加を予定しています。 

第一弾の今回は、インターフェースの大幅なリニューアル及び、デザインの刷新です。 

『関心空間』のサイトデザインは、オープン初期の 2002 年に「グッドデザイン賞新領域デザイン部門」

を受賞するなど業界内外から高い評価をいただいてきましたが、今回はサービス開始後、初めての

デザイン変更となります。ユーザーがより積極的に「関心」情報の発信、受信、共有を楽しめるように、

口コミ情報を投稿する登録ユーザーはもちろん、口コミ情報収集を目的に訪れる閲覧ユーザーの視

点も意識し、「使いやすさの向上」を目指しました。 

 

■リニューアルのポイント 

「ユーザー参加型メディアとしての、使いやすさの向上と進化」 

会員登録（無料）をしたユーザーは、プロフィールや口コミ情報を投稿する「ユーザーの空間」ページ

を『関心空間』内に持つことができます。また投稿ユーザー同士がお互いの口コミ情報に対し感想を

記入したり、互いの口コミ情報同士を、何々「つながり」といった付帯情報を持たせたリンクでつなぎ

あわせることができます。これらの機能により、口コミ情報同士は、様々な意味を共有しあうコンテク

ストとして形成されていき、元は単体だった口コミ情報が、『関心空間』で蓄積、つながることにより、

更に高い価値として創出されます。 

今回のリニューアルでは、投稿ユーザーがこれらの「ユーザーの空間」ページや「つながり」機能を一

層楽しく使いこなし、更に視覚的に体感できるよう、デザインを強化しました。 

また、閲覧ユーザーに対しては、オープン以来 5 年間で約 20 万個にまで成長、蓄積された良質な口

コミ情報の中で、各ユーザーが関心や興味のある情報に、より的確にリーチし、更にその先や周辺に

存在する「潜在的興味」を触発するような、意外な情報のつながりや出会いの面白さを、見やすく、体

感しやすくなるよう変更しています。 

 

 

■第一弾リニューアルの主な内容 

インターフェースデザインの変更 



投稿者数、情報数が増加し、今後さらに密度を増していく『関心空間』において、全てのユーザーがよ

り自身の「関心」と「さらにその先に潜在する関心」に出会いやすくなるよう、インターフェースを一新。

これまで以上に「気になる」が「つながり」やすく強化しました。 

今後追加される新機能も考慮した構造的な変更を、メニューバーやキーワードページなど、インター

フェース面へ反映。また、「日記」機能とキーワードの連携を強化することで、「日記」がコンテクストの

一部として有機的な存在となるよう表現しました。 

「ユーザーの空間」の強化 

「日記」のクローズアップと同時に、その形態をより書きやすく、また閲覧しやすい形にバージョンアッ

プしました。ユーザーの個性をより表現しやすくする狙いで「気になるキーワード」機能も追加してい

ます。第二弾以降で行われる機能追加も踏まえ、ユーザーの「関心」がさらに多面的に表現される

「空間」へ進化しています。 

「マイページ」など新ページの追加 

数々の「つながり」がひろがり、情報量も増えていく中で、各ユーザーの「関心」に、より接点の多い情

報収集をサポートするなど、『関心空間』内で活動しやすくするための「マイページ」を登録ユーザー

向けに新設しました。今後の新機能追加でさらにサイト性能が進化した際も、これまで同様の感覚で

新しい出会いや発見を楽しめる便利なページです。 

また、これまでの「トップページ」は情報が最も集約される総合トップとして位置づけ、その他に「キー

ワードトップ」や「日記トップ」などのページを追加しました。ユーザーのスタイルに合わせて、多面的

な切り口で『関心空間』を閲覧できるようになります。 

 

今回の第一弾リニューアルをスタートに、7月11日の5周年に向けて、今後、これまでにない新たな機

能を毎月リリースします。また、同期間内、ユーザー登録キャンペーン～新機能体験キャンペーンを

実施します。いずれも具体的な内容や開始時期については別途のご案内を予定しております。 

 

■『関心空間』の概要と特徴 ――――――――――――――――――――――――――――― 

5年前、2001年7月11日にスタートした『関心空間』は、当初から、後に登場したブログやSNS（ソーシ

ャルネットワーキングサイト）の機能を内包し、口コミ型のコミュニティや知識共有のためのシステムと

して一定の評価をいただいてきました。現在では、『関心空間』単体で、月間200万人の来訪者数に

達するサイトに成長し、関心空間システムをASPサービスとして利用するコミュニティサイトは、個人・

法人、公開・非公開あわせて約200サイトの稼動に達しています。 

情報コミュニティサイト『関心空間』の最大の特徴は、約3万人を超える情報発信力の高いインフルエ

ンサー投稿ユーザーが登録した20万個に及ぶ商品・サービスなどの口コミ情報と、その関連性の“つ

ながり”を示す55万個のデータが蓄積されていることで、ニッチニーズへの適合性の高いレレバントな

情報として、極めてSEO（サーチエンジン最適化）効果が高く、ロングテール市場へのマッチング精度

の高いサイトとなっています。 

 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

株式会社関心空間 担当：仮屋薗晴子（かりやぞのはるこ） 

e-mail：press@kanshin.com／phone：03-5774-7007／facsimile：03-5774-7008 



参考資料①

リニューアルの詳細　『関心空間』トップページ

ナビゲーションに新メニューを追加
第二弾以降の機能追加を踏まえた構造を反映。

＊PCの画面サイズを有効に利用したレイアウトへ変更
＊用語の統一
　　「パーソナリティ」「ユーザー」　⇒　『ユーザー』
　　「リンクキーワード」「つながり」　⇒　『つながりキーワード』

[NEW] 注目のワード
トレンドを押さえたワードを
ピックアップ。
キーワード探しの
新しい楽しみ方がひろがります。

リモコンが進化
お知らせの充実に対応し
使い勝手もすこぶる快適に。

[NEW] 話題のキーワード
関心空間で盛り上がっているキーワードを
もう見逃さずキャッチできます。



参考資料②

リニューアルの詳細　「ユーザーの空間ページ」

空間のページに日記も表示
キーワードと日記を同じページで表示。
自分の最新の活動が一目で伝わります。

＊一人一人のユーザーの魅力がより伝わるページに進化

[NEW] 
気になるキーワード
関心空間上の全キーワードから
自分の気になるキーワードを
ピックアップして並べられます。



参考資料③

リニューアルの詳細　[NEW]マイページ

＊自身の「関心」により接点の多い情報収集をサポートするなど
　関心空間内での活動がしやすくなる便利なページ

今の関心が次の関心につながる
見逃さず、そして邪魔にならない。
情報量の多い関心空間で、自分の関心が生み出した様々な情報が一括して把握できます。
使えば使うほどひろがりの生まれる関心空間を、快適に使いこなせる便利なページです。


